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は じ め に
平成元年3月 告示の学習指導要領による教育が3か年の移行期を経て、平成4年4月 から実
践に入 っている。
今回改訂の特色を算数科教育の指導のね らいと内容な らびに方法か らみるとき、従来の改訂
の場合 とその様相が若干異なるものであり、指導内容の面に比べて、指導のねらいや方法の面
に重点が置かれているものと考えられる。
り
このことは、今回の改訂が全体 としてみた場合においては、先の教育課程基準の改善にみら
れる 「自ら考え主体的に判断し行動する力を育てる教育への質的な転換を図る」 という基本的
な観点をおさえながら、 「社会の変化に自 ら対応できる心豊かな人間の育成を図る」 ことを目
指 していることにも深 く関係 しているものと考え られる。とりわけ教育課程審議会答申の改善
のねらいの中で 「思考力、判断力、表現力などの能力の育成を学校教育の基本に据えなければ
ならない」 と示 している点が重要であるということができよう。
この答申に示 された改善の基本的な考え方を受けて、算数 ・数学の改善が、次の2っ の観点と
して示されている。
(1)情報化などの社会の進展に適切に対応できるようにすること。
(2)論理的な思考力や直観力の育成を重視すること。
ここに示 された2っ の観点を算数科教育 においては、どのような方向において展開し実践 し
なければならないのだろうか。
この稿においては小学校における統計的考察のもっ意義 にっいて研究することを意図 し、(1),
(2)の項目に注 目しなが ら、この項目に関連 して、 「情報の理解、選択、処理丸創造などに必要
と考えられる能力の育成」にっいて考えることとして、算数科教育における統計的考察を進め
の
るための具体的な方法にっいて、既に公に してきた 「小学校算数育における統計教育」の内容
をより充実 させるため、 「われわれ教育者 は、情勢を適確に把握 し、自ら考え正 しく判断 し実
践でき得 る子 どもを育てることが課せられた責務であろう。
現在あらゆる分野か らの情報がわれわれの身のまわりに迫ってきている。 これらの情報をい
かに処理 し、 どのように考え、判断して対処 していくかが重要な課題 となるだろう。
「未来を創造す るのは、統計によらなければならない」 ことを具体化す ることに視点を置き
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この研究を進めることにする。
1.統計的考察の方法とその処理
毎 日の新聞 ・テレビなどの報道にみられる統計的内容はじめ、町中にみられる様々な統計な
ど、われわれの生活に密着 し利用 され統計的に処理 されている内容が数多 くみられる。このよ
うにみると、われわれの日常生活における統計的考察のもっ意義は極めて大 きいものがあると
考えることができよう。
したがって、算数科教育改善の観点 にみ られるように、 「情報化など、社会の進展に適切に
対応できるようにする」 ことと関連 して、 「情報の理解、選択、処理、創造などに必要な能力
の育成」を図ることか ら考えてみるとき、生活の中にみられる1っの事象を統計的に考察 し処
理することは、極めて重要なことであり、小学校の段階から統計的な考え方や処理の仕方を育
成することが大切になることは当然 ということができよう。
今回改訂の学習指導要領算数科 における数量関係領域の 「統計的な処理」 として、次の内容
がみられる。
「偶然によって左右 され、1っ1つ には何の法則 もないようにみえる事象にっいてみるとき、
そこにある関係や傾向、法則などをみい出したり、そこにある事象にっいて正 しく判断したり、
推測 した りすることの考え方を伸ばすことが、この場におけるね らいなのである。 このような
考え方を伸ばすことは、情報化が進展する現代社会の中にあって、社会に氾濫する多くの情報
を目的に応 じて適切にとらえ、的確な判断を下すことができるようにすることにある。
そこで、統計的に考察する考え方や能力を伸ばすためには、次のような内容に漸次着 目しな
が ら問題の解決を図ることになる。
(1)問題や目的を明確にしなが ら、 これに合 った資料を収集する。そして適切な数量化を図
るようにする。
(2)目的に沿 った観点から、資料を整理 し、特徴をとらえやす くする。そして、資料を分類
整理 したり、さらにこれを表やグラフに表 したり、平均や百分率などを求めたりする。
(3)分類整理された資料や平均や比率などから、集団をしてどんな特徴がみられるか、 どん
な傾向があるかよみ取る。
(4)一部の資料から、母集団にっいてどんなことがいえるかを推測することや、また、資料
を越えた範囲にっいての傾向や特徴を推測することなどに漸次着 目させ、 これによって問
題解決を図るようにする。
これらの①～④を基にしながら、各単元を指導する学習過程において、知識、技能および基
本的な考え方を一人ひとりの子 どもたちに身にっけさせることをねらいとするのである。
学校教育においては、各教科や他領域などの目標をより効果的に達成するためには、子 ども
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一人ひとりが主体的に学習課題を追究するために、必要な情報を集め、統計的な処理をしなが
ら、それらを考察することのできるように統計的な見方 ・考え方の生 きて働 くことのできる力
を育成することが必要になるだろう。
小学校算数科における統計指導においては、他の教科 と異なり、統計の基本的基礎的な指導
を行 うため、 目的に応 じて資料を集め、そのねらいに応 じた分類や整理ができ、さらに表やグ
ラフに表現 し、事実を正 しく認識 して、その上に立 って考察 し、客観的合理的な正 しい判断が
できることの統計の初歩的技能を、統計的な見方 ・考え方 として見にっけ育てることが基本的
な能力の育成 とが考えることができる。
この2つ の指導を通 して身にっいた知識 ・技能が他の教科 ・領域において問題解決に生かさ
れることに意義があると考えることができる。
このことは、っまり他の教科 ・領域では、 「統計で、指導するのに対 して、算数科において
は、統計的な処理能力や考察力を確実に身にっける統計を」指導するのである。
特に、目的によって、子ども自らが観点を決めて分類 し、それらを分かりやす く整理するこ
と、さらにグラフの基礎 としての棒グラフ、折れ線グラフ、内訳グラフとしての円 ・帯グラフ、
柱状グラフ等を正 しく理解することやそれらを表現する能力を育成することは極めて大切なこ
とであると考える。
これと同等に、基本的に 「よみとる力に」よって、創造する知性が育て られ、この過程 にお
いては思いもよらなかったことを発見 し得ることも多 く、自ら考え正 しく判断することも欠か
すことのできない要素であるといえ、 これらの資料処理能力、考察力なくしては、統計教育 は
成立 しないといっても過言ではなかろうか。
以上のような事か ら、統計的処理能力と考察力を伸ばすためには、どうすればよいのだろう
かにっいてこの研究を進めることにしたい。
の
2.学習指導要領にみる統計指導の基本的内容
小学校算数科における統計指導の基本的な内容は、学習指導要領にはどのように示 している
であろうか。
次に、学習指導要項に示す各学年の内容を抽出してみる。
第一学年A,(3)
具体的な事物にっいて、まとあて数えたり等分 したりし、それを整理 して表すことができる
ようにする。
この期の子どもの多 くは、 ものをまとめて数えたり、ものの集まりを何個かずっに分けたり
等分 したりする経験は持っている。 しか し、目的意識を持っての操作までには至っていないし、
操作の結果を整理 して表す ことはできないと思われる。
この単元においては、目的意識を持って、 これ らの操作を経験すること及びこれらの操作を
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簡単な一次元の表などに整理 して表す経験をすることなどが主なね らいとなる。
第2学 年A,(1)
数の概念や表 し方にっいて理解 し、数を用いる能力を伸ばす。
オ.簡単な事柄を分類整理 し、それを数を用いて表すこと。
内容の 「A.数と計算」(1),オにおいては簡単な事柄を整理 して表やグラフの形 に表 した り、
それらをよんだりすることができるようにする必要がある。
これまでにも、 ものの数を調べることと関連 して、対象を分類 したり、それ らを整理 したり
する経験をしている。
また、簡単な1次元の表にっいても学習 してきている。これ らをもとにして、この単元では、
「たまあてあそび」 「たん じょう日しらべ」 「天気 しらべ」のような子どもたちの身近 な事が
らにっいて、 これを記録 したり整理 して表やグラフの形に表 したりすることを指導 し、統計の
初歩的な考え方を身にっけさせるようにするのが主なね らいとなる。
第3学 年D,(2)
(2)資料を表やグラフで分かりやす く表 したり、それ らをよんだりすることができるように
する。
ア.日 時、場所などの簡単な観点から分類 したり、整理 して表にめとめた りすること。
イ.棒 グラフのよみ方及びかき方にっいて知ること。
内容の 「D.数量関係」の(2)のグラフにっいては、最小目盛 りは2.5または20,50などに
当たるものにっいても、漸次よむことができるよう配慮する必要がある。
ここでは、身の回りの事象にっいて、目的に応 じて観点を決め、資料を分類整理 して、 これ
を表やグラフに表 したりよんだりすることができるようになることを目ざしている。つま り、
統計的な見方や考え方を身にっけ、統計のよさや基礎的な知識や技能を習得させることをね らっ
ているのである。
統計の学習は 「集める」 「まとめる」 「よみとる」の3っ の段階が考え られるが、それぞれ
の段階で自分自信の力と行動で学習が進め られるようにするのである。
第4学 年D,(3)
(3)目的に応 じて資料を集め、分類整理 したり、特徴を調べたりする能力を伸ばす。
ア.2っ の事柄に関 して起こる場合にっいて調べること。
イ.資料の落ちや重なりにっいて検討すること。
ウ.資料を折れ線 グラフなどに表 したり、グラフか ら特徴や傾向を調べたりすること。
分類整理の指導を通 して、統計的な見方に着目させることが大切である。目的に従 って観点
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を決あ、その条件に合 う資料を集め、 これを分類 したり整理 したりして表に表 し、集団全体の
特徴をとらえるという一連の指導を行い、その過程で統計の考えが養われていくのである。
また、資料をグラフで表すことによって、特徴をとらえやす くすることもできる。
3年生の棒 グラフの学習を受けて、折れ線 グラフの見方、かき方及びその特徴 を理解 させ、
折れ線グラフの指導では、関数,統計の両方で行い、関数的な利用としては、比例のグラフへ
と発展するのである。
5年生D,(1),(4)
(1)百分率の意味にっいて理解 し、それを用いることができるようにする。
(4)目的に応 じて資料を分類整理 し、それを円グラフ,帯グラフなどを用いて表す ことがで
きるようにする。
帯グラフや円グラフは、ともに内訳グラフといわれるように、主として、ある事がらの内訳
がどのようになっているかを直観的に示す ものである。 したがって、これをよむ場合は、全体
に対する個々の部分の割合をよむことが第一であり、ときによっては、その割合から部分の大
きさを求める場合もある。
また、グラフをか く場合においては、実際の量の大きさか ら各部分の割合を求めて、それを
帯 グラフや円グラフに表現する仕方を理解させるようにするのである。
6年生D,(3),ア.イ.ウ.(4)
(3)簡単な場合にっいて資料の散ばりを調べるなど、統計的に考察 したり表現 したりするな
ど、統計的に考察 したり表現 したりする能力を伸ばす。
ア.度数分布を表す表やグラフにっいて知ること。
イ.一部の資料から求められる割合などによって全体にっいての傾向の分かることがある
ことを知 ること。
ウ.表やグラフを目的に応じて適切に選んだり、便利なものを工夫 して作ったりすること。
(4)簡単な事柄にっいて、起 こり得 る場合を順序よく整理 して調べることが漸次できるよう
にする。
この単元では、数の区間(階級)を 表す、以上、未満、以下の用語とその意味を理解するこ
と及び資料のちらばりを変数分布表や柱状 グラフに表 したり、それらをよんで集団の特徴を考
えたりできるようにする。また、起 こり方の割合では、百分率などの割合を用いることの経験
の拡大 と合わせて指導を行 うことになる。
3.統計的な見方 ・考え方の育成と資料の分類 ・整理
われわれの生活の中には、身のまわりの事象をできるだけ正確に把握 し、適切に判断を下 し
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処理 して行 くために統計的な手法を用いることが大切であると考えられる。
このようにみると、 ますます社会事象の変化 に即応 した統計的な見方 ・考え方を大切にする
と同時に、小学校からその素地を養うことの必要性を感 じる。
現行の小学校算数科の教科書においては、統計 に関する内容は、数量関係の領域 において、
統計的考察 として指導されることになっているが、他の教科 においても社会科、理科などにお
いても統計的な資料を用いて統計的に処理する内容が多 くみ られるのである。
統計的な目標 としては、次の3っ が考えられる。
1.あ らゆる場面 に氾濫する様々な情報を正 しくよみとる能力が必要 とするという認識をさ
せるとともに、統計に関する基礎的な概念や知識を理解させること。
2.調査や実験などを収集 した資料(数値)を 、それぞれの目的に応 じて分類 ・整理 し、処
理する技能を習得すること。
3.統計を日々の学習や日常生活に適用 して、様々な事象における問題の発見や解決に活用
しなが ら、統計的な見方 ・考え方ができるようにすること。
以上の統計教育の目標のうち、現在の算数科における統計の指導においては、統計的に処理
する技能 の習得に重点がおかれているのではなかろうか。
そこで、統計をさらに広い視点か らとらえ、統計的な見方 ・考え方ができるように態度を養
うことにより重点をお く必要があると考える。
この重点と考える統計的な見方 ・考え方とはどのようなことを指すのであろうか。
統計的な見方 ・考え方とは、次のようなことを考えるのである。
1.ものごとを資料に基づき筋道立てて考えようとすること。そのために、何を解決 したい
のかを明確な目的として、進んで資料を収集 し、数値化 して、これを用いる。
2.ものごとを全体または集団として観察 した資料を分類 ・整理 したり、目的に応 じて表や
グラフに表 したりして、その特徴や傾向をとらえて、 日常生活に生かそうとする。
3.収集 した資料を検討 し、できる限 り信頼性の高い資料 として判断処理 したりする。
4.資料の散 らばりの状態,最頻値や平均などか ら、集団の特徴や傾向をとらえる。
5.適切な標本を抽出し、 これをものにして母集団にっいて特徴や傾向を推考する。
この5っ の内容が現行の小学校算数科教科書にどのように編集されているのだろうか。 「分
類 ・整理」に関 しては、学習指導要領第3学 年の数量関係領域の内容 として、D.(2)「日時 ・
場所などの簡単な観点から、分類 したり、整理 したりすること」 と示されているが、(前 述の
学習指導要領にみる統計指導の基本的内容 として記載)算 数科における 「分類 ・整理」につい
ては、第1学 年から系統を追 って指導することになっている。
第1学 年では、おはじきを色別に分けることやたま入れゲームで結果を記録する必要性を感
じさせること、第2学 年では、池の中の生 きもの調べや虫あっめなどによって種類別に分 けた
りして、それを表の形に表すようにしている。また、学級の誕生日調べで、何月生まれが何人
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いるかを調べたりして、それ らを表の形に表すなど。
これ ら一連の内容 として、資料を分類 ・整理するということは、低学年の素地指導か ら行な
い、段階的に指導され、中学年で一応 まとめを したうえで、高学年では、その活用、発展的に
指導することになる。
の
これを 「表とグラフ」の系統表を引用 してみると、次のようである。
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「表 とグラフ」統計表
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計0 X
男
の
き
ょ
う
だ
い
0 1人
X
合 計
かわり方
・辺の長 さ と面積 の変 わ り
方を表 に表 し、 関係 を調
べる
横(C-D)1 2 3
面積(c㎡)
文字と式
・表から対応する値の組の変
わり方を見つける
小川さん の
い う 数 1 2 3 4 5
山田君の答 3 6 9 1215
・小川さんのいう数をaと す
ると、山田君の答の数は
axa
平均と概側
・表から加重平均を求める
こ 数 人数(人)
0 1
1 4
2 5
3 2
4 2
3×横=面 積
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6年
場合の数
・落ちや重 なりがないよう
.に、分類整理 して、順序
よく列挙す る
孚 皐 孚
の 百 の
包 芭 聾
4 6
2
..
の
芭
8
6 8
58
・組み合せを表に表 して調べ
る
＼ A B C D E＼
Q ＼ ア
B
丶
＼
C
、
＼
D ＼
E ＼
・表 と グラ フ
・数 と区間の表 し方
(以上、以下、未満が用語
とその意味)
・度数分析表の見方 ・作 り方
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グ ラ フ
2年 3年
きろ くとせ い り
・○を用いたグラフの
表 し方と読み方
表 と グ ラ フ
・ぼ う グ ラ フ の 用 語 と そ の 読 み 方
1目 盛 り 、1,2,5,io,100
・ぼ う グ ラ フ の 表 し方
1目 盛 り 、1,2,5,10,100
4年
およその数
・およその数を利用 して棒 グ
ラフに表す
表 とグラフ
・折れ線 グラフの用語 とその
特徴
・折れ線 クラフの見方(折れ
線グラフのかたむき)
・折れ線 グラフの表 し方(飛
の意味)
・折れ線 グラフから、 その資
料の特徴や傾向を読みとる
5年
帯 グラフと円グラフ
・帯グラフ・円グラフの用語
とその特徴
・帯グラフ・円グラフの読み
方、表 し方
・帯グラフ ・円グラフか らそ
の資料の特徴や傾向を読み
とる
6年
比例 ・反比例
・比例 ・反比例のグラフの特
徴とその読み方、表 し方
・比例グラフの利用
・量の連続的な変化とグラフ
及び変化する範囲(変域)。
表 とグラフ
・柱状 グラフの用語 とその特
徴
・柱状 グラフの読み方、表 し
方
・柱状 グラフから、その資料
の特徴を読みとる
算数のまとめ
・表 ・グラフについてのま と
め
・表・グラフを目的に応 じて
選び、便利なものを くふ う
する
・2っ以上の数量の関係を1
つのグラフの表す
・その他
::
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の
「表 とグラフ」の単元 は第3学年で指導される内容であり、学習指導要領D,(2),ア.イの内容
が指導内容 として作成 されたものである。
「表とグラフ」の指導計画は、次のようになる。
「表 とグラフ」指導計画(9時 間扱い)
分 節 指 導 要 領 配 当特 別
1.せ い りの
しか た
・資料の収集方法、調査の記録の仕方
・目的に合 った観点かを立てて、分類 ・整理をする
・表の作成と、その特徴のよみ方
・最小目盛 り1の棒グラフの表 し方 とよみ方
4
2.グ ラフの
あ もり
・最小 目盛 りが2 ,5,10,100などの棒 グラ フの表 し方 とよみ方
・1目 盛 りの大 きさ
・1目 盛 りの%の 大 きさb
・棒 グラフでわか る ことのよみ とりと棒 グラフの表 し方
3
3.表 のか き
方
・資料を目的に合った分類をし、二次元の表を作りそれをよみとる i
ま とめのれん
しゅう
1
この学習は、統計的な見方や考え方を身にっけ、統計のよさや基礎的な知識、技能を習得さ
せることをね らいとするものであり、統計の学習は 「集める」 「まとある」 「よみとる」の3
つの学習過程が考え られるが、このそれぞれの段階において子ども一人ひとりが自分自身で学
ぶ力と行動によって学習ができるように意図 して作成する学習の構成である。
この単元の指導目標を具体的に見直 してみると次のようになる。
(1)資料の収集と整理
統計の指導で最 も大切なことは、明確な課題に対する意識を もたせることか ら始まる。
目的があるか らこそ、資料の種類、収集や記録の方法S収集の日時な決定 されるのである。
資料の収集方法や対象などすべてを学習することは無理があると思われるが、常に子 どもた
ちに目的意識をもたせるか ら、次第に統計の意味を深化 して行 くことがのぞまれる。
このことは、いわゆる資料を集める段階であり、日常の事象を数理的にとらえ られる力を伸
ばすことにもなると考えられるたあ重要な経験 として大切にしたいものである。
(2>整理の仕方
次に大切なのは 「資料をまとめる」段階であろう。自分で簡単な観点を決定 し、自分の目的
に合致するよう合理的な方法で整理することが身にっ くようにすることが、ここでの大切なね
:・
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らいとなると考える。
このね らいを達成するたあには、次の段階を確かにふませる必要があろう。
① 分類や整理の観点を明確にすること。
② 落ちや重なりのないこと。
③ 整理の方法、表に表すか、 グラフにするかなどにっいて考えさせること。
(3)棒グラフと表
整理の仕方の1っ として棒 グラフがある。 この棒 グラフによって収集 したいいろいろな数値
を図形的に表 し直観的に傾向をとらえるのに適 している。
このような手順によって表 された棒 グラフをよむ場合において、全体の傾向、差または倍に
よって比べるなどして、全体的なとらえ方ができるように指導するのである。
また、棒 グラフでは、最小 目盛 りをどのようにするかをっかむことが大切であり、そのこと
は資料のもっ数値やグラフ化の目的によって変わることをしっかりとおさえることが大切であ
ると考える。
なお、表においては、一次元の表と二次元ρ表の2っ を学習するが、どちらの表においても、
合計欄の必要性など基本的なかき方、よみ方の基本を しっかりと指導することが大切なことに
なる。
なお、 「分類 ・整理」の一連の過程をまとめ確認することにする。
1.目標をたしかにもって資料を収集する。
2.観点を決定 して、分類 ・整理する。
3.表やグラフにかき表す。
4.表された表やグラフか らもとの資料の特徴や傾向をよみとる。
5.各自の日常生活に生かすようにする。
(4)導入に用いる素材とそのみ方
統計的なみ方や考え方を伸ばすたあには、よりよい素材が必要であると考える。
よりよい素材を選択するための条件 とはどのようなものであろうか。また、その効果につい
てみてみよう。
1.子どもが興味 ・関心をもっ と思われるもの。
子 どもが目的意識をもちやす く、また、子 どもが常に学習活動に積極的に意欲をもっと
もに、その意欲を持続することができるもの。
2.資料が集めやすく、 しかも子 どもに取 って身近にあるもの。
子 どもが資料を集めようとす る目的をもったとき、 自発的に目的に応 じて資料を収集 し
ようとすることができること。また、資料 に対する収集活動 も容易になり、そのため、子
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どもたちの学習意欲の喚起や持続にもっながるもの。
3.資料の特徴や傾向が把握 しやすいもの。
表をよむとき、資料の特徴や傾向が把握 しやすいということは、表をよむ力を育てるこ
とができるし、さらに、問題解決 もしやすくなることか ら、分類整理することのよさを味
わせることができる。
4.分類 ・整理の観点が明確であり、複数であるもの。
観点が明確であることは、目的に応 じて何を調べたらよいかがっかみやす くなることで
ある。また、観点が複数であることは、第4学 年の二次元の表を学習することか ら要求さ
れて くる。
また、観点がいくっかある資料の中か ら、子どもが自分の目的に合 うものを選んで行 く能
力が育つと同時に、資料を処理する活動を通 して多様な見方 ・考え方を活用することの能
力と態度が育っ ということができる。
第3学 年 「表 とグラフ」の単元目標にっいては、前述の通 りであるが、 この学習での素材の
例 としては、資料を簡単な観点か ら分類 ・整理させることに重点をおきなが ら、目的に応 じて
分類の項目を決めることと、落ちや重なりのないように分類 ・整理することのできるように指
導することが必要になる。
この学年においては、まず子どもが目的をもって資料を集め、次に、集めた資料を目的に応
じた2っ の観点から分類 ・整理 して2次元の表にまとめることになる。
この学習過程は、
○資料の収集方法,調査の記録の仕方。
○目的に合 った観点を立てて、分類 ・整理する。
次に学習の流れを示す と次のようになる。
(指導計画前述)
問 題
日曜 日の午後2時 から30分,家の前で交通 しらべを しました。
きろ くの 「正」 は、5を あ らわ してい ます。
一 丁 下 丁F正
ト ラ ッ ク
バ ス
じょうよう車
オ ー ト バ イ
じ て ん 車
正 一
一F
正正
正 平
正正正 一
一g1一
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○表の作成と、その特徴、前のきろくを、㊨のような表にまとめま しょう。
⑧交通 しらべ
㊨の表を、台数の多いものか らじゅんにな らべて
◎の表にせいりしましょう。
表を作る場合の一般的な方法。
※表の作成
表の作成にあたっては、はじめか ら教師が 「この
ような表がよい」 といった完成 した ものを(◎ のよ
うな表)示 すのではな く、最初は、子 どもたちに自
申な表作 りさせることがよい。㊧の表 は、 その中の
1つである。
このように子ども自からが作成 した表 には、様々
なアイデアのあるものも多 く、作成 の過程で、何が
必要か不要かもよ く理解できるものと考える。
その後、◎の表を提示することによって、◎の表
のよさがより一層 はっきり理解するものと思われる。
表を作成 させる場合には、表 として必要 なものを
必ず書 くことに注意する。
すなわち、
① 表題(何 の表か)
② 調査日時(い っ調べたか)
③ 調査場所(ど こで調べたか)
④ 調査者(だ れが調べたか)
の り も の 数(台)
ト ラ ッ ク 6
バ ス 3
じ ょ う よ う車 10
オ ー ト バ イ 9
じ て ん 車 17
合 計 45
◎交通 しらべ
の り も の 数(台)
じ て ん 車 17
じ ょ う よ う車 io
オ ー ト バ イ 9
ト ラ ッ ク 6
バ ス 3
合 計 45
調査日時や場所がわからないことによって、調査結果もおのずと理解できないと考えられる
からである。
これらのことは、統計的学習の基本的事項なのである。
の
4.研究主題との関連内容
「伸ば したい統計的な見方と考え方」と 「指導の内容」との2っ の観点か ら、 この問題 にっ
いてみてみることにする。
(1)子どもたちに身にっけ育成 したい統計的な見方 ・考え方。
① 身近かなところにあるものごとを資料に基づいて筋道立てて考え ようとす るとき、
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「何を解決 したいのか」の明確な目的意識をもち、進んで資料を収集 し、数量化 したう
えで、 これを用いることができるようにする。
② 資料を分類 ・整理 したり、目的に応 じて表やグラフに表 したりすることによって、そ
の特徴や傾向をとらえて、 日常生活に生かそうとする。
③ さらに、収集 した資料を検討 し、できるだけ信頼度ある資料を用いたり、資料の信頼
度を考えて判断 し処理 したりする。
② 指導の内容
統計的手法は、資料を収集 し(あっめること)、分類 ・整理 し、(ま とめること)、推
論する(よみとる)という3っの分野をふまえて、学習活動を構成することになる。
各分野について詳 しくみることにする。
1.あっめる資料 は目的に応 じて集めるものであるから、その集め方には、継続的に観察す
るものや、実験によるデーターや、ア ンケー ト、記録 された書類などの調整によるものな
どが考え られよう。
また、それぞれの記録 も子 どもたちの発達段階や学習経験によって異なるものであ り、
正確に記録されることが要求されるのである。 このように見て くることによって、目的 ・
観察 ・実験 ・調整記録といった項目によってまとめることがよいのではないかと考える。
しか し、算数科の実際指導における集めることは、時間的な面、数の大 きさ、数の関数
などによって指導の最適と思われる条件か ら考えてみるとき問題点もかなり多いと考えら
れるため注意 したいものである。
2.ま と1めること。
集まった資料を観点別に分類 し、それらを整理 して、表やグラフに表す。
そこで、どのような観点を決あたうえで分類することが必要か、学年に応 じた内容があ
り、またグラフの特徴をはっきりと理解 していないと用いる場 もわか らないことも生 じる。
これらのことから考えたとき、まとある分野においては、分類 ・整理 ・表現内容それ等に
対す る知識理解及び技能の項目を設けることが必要であろう。
3.よみとる
次に表現 された表やグラフから事実を認識 し、それをもとにして推測するのである。この
ことか ら事象を客観的に、合理的に、検証的に判断す ることができよう。
以上 の内容をもとにして、指導過程を表に作成する。
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5.指導過程を表作成と基準内容
数量関係D,(4)起 こり得る場合
(4)簡単な事柄にっいて、起こり得る場合を順序よ く整理 して調べることが漸次できる
ようにする。
数量関係D,(3)資料の散 らばり
(3)簡単な場合にっいて資料の散 らばりを調べるなど、統計的に考察 したり表現 したりする
能力を伸ばす。
ア.度 数分布を表す表やグラフにっいて知 ること。
ウ.表やグラフを目的に応 じて適切に選んだり、便利なものを工夫 して作ったりすること
とその展開例。
の
小学校統計指導における指導内一覧表一6年生一 「統計的な処理能力 と考察力をのば
す指導は、どうすればよいのだろうか」一例を引用 してみる一
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6年 生
1
霧
1
目 標 Dの㈲、簡単な場合にっいて資料の散 らばりを調べまると、統計的な考察を したり、表現 したりする能力を一層伸ばす。
ア、度数分布を表す表やグラフにっいて知ること。
学 具 体 例
習 内 容 学 習 内 容 第 一 次 第 二 次
素 材例
目 的
。調 べ よ うとす る集 団の何 をつ かまえ るのか 、 はっ きりさ
せ る。
資 料
6年男子の体重
・ちらばりを表すグラフを工夫 してみよう。前に作 った数
直線 に重い1順に資料を並べた表を見てみよう。
・ス ポー ツ
テ ス ト記
番号 体 重
・6年男子の体重の表(資料)を見
録。あ
つ
め
る
観 察
調 査
実 験
・目標にあった資料を集める。
健康手帳、身体検査票などか ら資料を選ぶ。
1
2
3
4
5
26.3
28.6
29.1
36.4
23.5
て、番号6号 の児童 の体 重32.0、
重 たいだろ うか、軽 いだ ろうか。
2324252627282930313233343536373839
N
W
CnNNCPCIIOfcO琴騨 囂 §琴 罪 琴wwvvenm
器霧NNWtOtpOwW
・時間帯別
交通量調
6 32.0 ω 刈 一 軸QA◎}o◎ べo
記 録
・ある特定な価値の全体から見た位置を知るには口平均を ・どう した らそれ がわか りや すいだ ろ うか。 。数の代わりに○印をつけてみよう。
使 ったり、重い順(軽 い順)に並べたりするとよくわか 平均を出 してみる。それよりも大きかったら重い方にす この数直線上に並べた○印を数字と並べたものと比べて
分 類
整 理
る。
・落ちや重な りがないように並べるには取り上げた資料に
順次印をっけていく、または鉛筆で消 していく。
る。重 い順 に並 べ る。
よ くにた体 重 のい くつ か りグル ープを作 り、 どの グル ー
プに入 るか調べ る。
・平均 を出 して みよ う。
みる。
0印が簡単に表せてよい。
○印の方がよくち らばりがわかる。
・この数直線上の○をもう少 しまとめて表すことはできな
・数直線 を使 うとうま く並 べ られ るこ と。 ・重 い順 に並 べて みよ う。 いだ ろ うか。
・よ く似 た値 の グルー プを作 る時、0.5、1、2、5、10 落ちなく重なりなく並べたい、どういればよいか。 前に学んだ度数分布表を思い出てみよう。
ま
表 現
等ずつに区切 る。(階級のはば)
・度数分布を表す表を棒状 グラフに表現する。
・柱状グラフに表現する。
・いろいろな階級のはばの度数分布表を作る。
数直線を利用することを発見する。
・32.Ogは重い方か、軽い方か。
重い方か ら3番目だか ら、この組では重い方である。
・よ く似た体重のを集めてグループを作るにはどうしたら
よいか。
2㎏ずっまとめた らよい。
,o,8,8,88,8.o..8.
と
・○以上△未満を表すのに○～△を使 う。 1kgごとの グルー プを作 る。2㎏ ご と、5kgご と、0.5
>
2426283032343638
知 識
理 解
・以上、未満の意味を知り、場に応 じて使うことができる。
・ちらばりの意味がわかる。
・度数分布の階級の個数は多すぎても少なすぎてもよくな
い。大体7個～10個ぐらいが適量である。
㎏ ご と。
・1㎏ ごととに ま とめ とみ よう。(表1)
・23～24の書 き方。2kg以上24kg
22
・きっちり数直線の目盛りに表さず、区切りの中に何人い
るか表される。
・各区切 りに何人いるか、すぐわかるようにできないだろ
め ・柱状グラフの横軸は連続量であること。すき間をあけな 表1 未満 という意味。 うか。たてに目盛りをっけて人数を表 したらどうか。
体 重 人 数い ことがわ か る。 一
2324 1・度数分布表、柱状 グラフの特徴をはっきりととらえる。
2425 0
2526 T2
2627 τF4 25kg以上24kg未 満 6
る 区間いっぱいにぬりっぶ2728 0 5
すこと。25kgは入る24kgは入 らない
・資料から適当な階級を作 り、落ちなく重なりなく度数を 4 すきま間をあけない。
求めて度数分布表を書 くことができる。 ・資料の表1の度数 は分布表を比較させることから度数表
3 横軸の目盛りの取り方を
一区切りごとに。
技 能 ・正 し く柱状 グ ラフを書 くことがで き る。 の よ さを知 らせ る。 2 22～24、24～26と発展 さち らばりの言葉や意味を理解 させる。 i 冗 せる。
0.5kg、2㎏、5kg、10kgに区切 っ た時 に度 数 分布 表 を
作り、それらを比べ、2kgずっを区切った表が最もよい 222426283032343638
ことを知 る。
・何㎏以上何kg未満の人数が最 も多いか。 ・29㎏～30㎏の人数 が最 も多 い。 ・棒グラフと柱状 グラフのちがいがわかり、全体のちらば
よ ・平均と度数分布表の関係。 ・平均 もこの段階 に入 ってい る。 りを読 み とる。
み 事実認識 ・全体 のち らば りがよ くわか る。 :ll驟趨 謙 瓢%の もの力囎 ってし'る・ 横軸 は連続量であり、すきまをあけない。
と
る
予 測
・特にずばぬけて重い子が群をぬいている。
・他の大部分の子とのへだたりが大きい。
う
r+
q
蚓
cu
6年 生
1
霧
【
目標
内 容
Dの㈲、簡単な場合にっいて、資料の散らばりなど、統計的に考察 したり、表現 したりする能力を一層伸ばす。
ウ、表やグラフを目的に心 して適切に選んだ り便利なものを工夫して作ったりすること。
学
習 学 習 内 容 具 体 例 素 材例
あ
つ
め
る
目 的
・学習内容が多面的な考えによって充分生かせるような資
料を集める。
・信頼性、妥当性を確かめて選ぶ。
出所、項 目の実義、調査方法、 日時、表題、調査の範囲
などに着 目する。
資料 鉄道事業の生産(単価:量)毎 日年鑑に記載 ・わが国の
輸出入額
調べ。
・各種工業
の生産高
調べ。
・わが国の
原因別出
欠調べ。
1965 1970 1971 1972 1973 1974 1975
観 察
調 査
実 験
電気機関車 252 92 93 88 103 74 35
ディー ゼル糲 車 232 345 281 2'8 229 265 139
電 車 4,973 6,638 6,186 6,305 6,912 6,993 5,903
デ イ ー ゼ ル 601 216 67 23 6 46 42
客 車 162 425 322 235 424 313 256
貨 物 車 11,590 5,025 5,218 2,797 2,797 2,306 ::
記 録 合 計 17,813 12,843 9,603 10,067 10,489 10,011 9,256
1,500
1,000
500
0
注・年次は年度(運 輸省調べ)
。資料を見てどんなことを調べたいかねらいほもっ。(1)1975年
の鉄道車両について、次のことを調べる。(2)各車両の増減が急なのは何年ごろか。
イ いちばん多いもの。(3)そ れぞれの車両の生産量の全体に対する割合は、どう変わっているか。
ロ 大きい順を調べる。(4)こ れからますます増えたり減ったりすると考えられるものはどれか。
ハ 各車両の全体に対する場合。
二 鉄道車両の内訳けの大小が一目でわかるようにしたい。。問題を考えながら 「鉄道車両の生産」の表を見る(表の見方を深める)。
1そ れぞれの問題は、表のどの部分に対する問題か。(表を分類 して表現できるようにする)
(1)の④◎◎ は、表のどの部分を見た らよいか。
②について(表 をたてに見る。たて、よこ両方を組合せてみる。)
㈲にっいて
2表 で見た方がよいのはどれか。(量 による単純比較は表のままで読み とるようにさせる)
3グ ラフで見た方がよい問題はどれか。 それはどうしてか。(グラフのよいところ)
それ等の問題をどんなグラフに表 したらわかりやすく表 されるか。
・それぞれどんなグラフを選ぶか、その理由はどうか。(目 的や理由を考えて選択する。)
・二量の差が非常に大きい場合の表現の工夫。
棒グラフの目盛 りのとり方と棒の長さの工夫。
・折れ線 グラフの組み合せ。
横軸の時間が等間隔でない場合 も波線を使 うことに気付かせる。
・内訳けグラフの組み合せ。・内訳けグラフを時系列で表す工夫、並行に並べて同 じ項目の所を線で選ぶ。・社会科資料集、地図帳、教科書等を参考にさせる。
分担してそれ等のグラフを作成する。
ま
と
め
る
分 類
・資料を目的に応 じて適切に選ぶ。
表からグラフへという事でなく、表のよさをよく考える。
表 現
・グラフの特徴をしっかり認識し、 目的に応 じてそれを選
ぶ ことができる。
・2量の差が非常に大きい場合の棒 グラフの工夫。
・折れ線グラフを組合せ表す工夫。
・内訳 グラフ(帯グラフ)を組合せて、時系列で表す工夫。
・時系列の一部が等間隔でない場合の工夫。
・その他、柱状グラフを対称の位置に表 して比較 しやすく
するなど、その時のねらいや、資料によっていろいろ工
夫する。
知 識
理 解
技 能
・表の見方を深める。
・表やグラフの特徴を生かす ことができる。
・グラフを組合せたり、工夫 した表現ができる。
ミ
勿 さ
さ1亅ll
5,000
4,000
2,000
冫冫 ＼
r一 卩 一 一
冀
、、
、 、
、
物
電機 ゼデ機 電
関 イ関
車車 ル1車 車
丶
丶＼ 電車
陲 一 一一..
1
19651970197119721973
よ
み
と
る
事実認識
予 測
・い くっか ま とま った グ ラフか ら、複 合的 な傾 向な どよみ
とる ことがで きなか った。
・表 や グラフか ら、 今後 の傾 向を予 測す る ことが で きる。
・各グループか ら問題点 と作図の結果を発表させ検討する。
・折れ線グラフか ら将来の予想が読み取れ ることに気づかせる。
例 貨物輸送は、 トラック輸送にとられて減少 し、車両、生産 も少なくなるだろう。
鉄道の電化にともない車両の需要は大きく、これか らも続 くだろう。
罫
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雪
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あ
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ま
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よ
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目 的
観 察
調 査
実 験
記 録
分 類
整 理
表 現
知 識
理 解
技 能
事実認識
予 測
Dの(4)簡単な場合にっいて、起こり得る場合を順序よ く整理 して調べる能力を暫時伸ばす。
学 習 内 容
順列 ・組み合せをとりあげ、それらの起こり得る場合を順
序よ く整理 して調べる。
起 こり得る場合を順序よく具体的に計算す る。
考 え た ことを記号 な どを使 って記号 にす る。(記 号1,2,
3,…A,B,C… 等 を使 う。)
・分類のし方を考える。
・1つ1つに着目して順序よく起こり得る場合を考える。
・表や樹形図に表 してみる。
・樹形図を使 うと順序よく考えることができ、落ちや重な
りがないこともわかる。
・樹形図の書 き方がわかり、いろいろな場で使 うことがで
きる。
・組合わせについては、同 じ組合わせができることに気づ
かせる。
・結果を導 くまでに落ちや重なりのない組合わせ方を工夫
し、Aを 固定 した場合、Bを固定 した場合… というよう
に順序よく考えることがで きる。
。表や樹形図を使 うと起 こり得 ることがらが全部表 され、
これ以外に存在 しないことがわか る。
具 体 例
第 次
。C]、囹 、匡]、[ii]の4まいのカードから、3ま い取り
出して、3け たの数を作る時、何 とおりの数がで きるだ
ろうか。
・カー ドの中か ら3っの数字を選んで3け たの数字を考え
られるだけ作る。
・それをノー トに記録する。
・順 序 よ く3け たの数 を作 るに は、 どのよ うに考 えて いっ
た らよいか。
・[互]を百位にした時の3けたの数について考える。
百の位、 十の位、一の位、十位になる数は、3]
廖
回く匱
4
5
3
5
3
4
へ
囚 桓]の3通りであ
る。1位 になる数は4
枚のカー ドの中の残 り
2枚がくる。十位の数
のそれぞれについて2
通 りある。
:圉槨 罐 盤 灘 腎驪 論 通りず
つで きる。
・全 部で24通りで きる。
・C]、匯]、[4、[』の4枚のカードか ら4けたの数を作っ
てみ よ う。で き るだけ順序 よ く書 いてみ よ う。
千 の位、 百 の位、十 の位、 一 の位 の数 。
團く襲
4
5
3
5
3
4
5
4
5
3
4
3
十の位の数のそれぞれにっいて残 っている1枚を持って
来 る。だか ら、十の位の数のそれぞれについて1通 りで
ある。
・[2、[郵、[4]、[司の4枚のカー ドから2枚をとり出 し
て2けたの数を作ってみよう。できる数を順序よく書い
てみる。
圀く圜1響 飜
第 次
・3人ですもうをとる時の組合せや5人 ですもうをとる時
の組合せ方は、何 とおりあるだろうか。
・3人をそれぞれA、B、Cと する。5人 の時 もそれぞれ
A、B、C、D、Eと 記号化する。
・選び方(順 列)の場合を基にしてノートに組合わせを考
え記録する。
1°鞭 鸞 款 攀 う゜ 繝 に表してみる゜
・B、Cの 相手 をそ れぞれ全 部書 く。BとA、BとC、
CとA、CとB
・ぐ ・<倉
・気づいたことにっいて話 し合う。
(同じ組合せができること。)
。同 じ組合せを試 していく。
AX
・<cB<cC<,
・AとB、AとC、BとCの3通 りで あることがわか る。
2.5人です もうを取る時の組合せを表で調べてみる。
せの所はないだろうか。
を入れてみよう。
・並び方(順列)と組合せとを考えて考え方が少しち
がうことがわかる。
素材 例
・4人の リ
レー メ ン
バ ーの走
る11頂序 を
考 え る。
・四角形、
五 角形、
六角形の
対角線の
数。
・球技をす
る時に組
合せや試
合数につ
いて。
・一列に並
ぶ順番を
考える。
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教 育 学 部 論 集
お わ り に
統計教育は、人間としての行動決定にいたる過程を身にっけることを教育内容 としていて、
一人ひとりの学習者が活動すること、すなわち一人ひとりが生きる教育的実践的活動を重視す
るが、 「自らが考え、正 しく判断 し処理するためには、多 くの情報をどのように自分の目的に
合わせ選択 し、収集 し、分類整理、判断 していくかが重要になると考える。
統計教育は、統計的なみ方や考え方、さらに処理とその技能を、教科領域に即 して子どもた
ちに身にっけさせる教育的作用でもある。
これまでに、 「小学校算数教育における統計教育」と題 し、(1),(2)の内容 として公に してき
た。今回の(3)の内容は、平成元年度改訂の学習指導要領告示にともなう 「社会の変化に自ら対
できる心豊かな人間の育成を目指 し、算数科教育が分担を果たすべ き方向で統計教育について
研究を深め、実践に寄与 しようと願 ったものである。
注 記
注 ・1昭 和62年12月24日「答申」
注 ・2井 上俊夫 「小学校算数教育における統計教育」(1),佛教大学人文学論集
第14号 昭和56年
「小学校算数教育における統計教育」(2)佛教大学研究概要 第73号 昭和63年
注 ・3
注 ・4
注 ・5
注 ・6
注 ・7
注 ・8
注 ・9
「算数教育36-6」 日本数学教育学会 昭和62年16ページ
学習指導要領 文部省 平成元年
高橋睦男ほか 「小学算数」教師用指導書3年 大阪書籍94ページ
高橋睦男ほか 「小学算数」教師用指導書3年 、大阪書籍94ページ
滋賀県小学絞教育研究会 統計教育部会 「滋賀の統計教育」 昭和53年昭和54年29ページ
滋賀県小学校教育研究会 統計教育部会 「滋賀の統計教育」 昭和53年昭和54年31ページ
文部省 「小学校指導者」算数編 平成元年170ペー ジ
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